

















































 本稿では、第一巻の「子供たちの運動」〔अभरााा चं �ायाम〕の内、1 番
から 48 番までの遊戯や競技を順を追って翻訳した。ただし、紙幅の





















































































































































































































































とする。羊飼いは「食べさせるものか」〔ञ्ी लाञच दचऊा गा〕あるいは「な



































































































では 7 人の男児が 2 メートル弱の紐を手にして円を描いて立っている。
石を縛った紐の先端は中央で互いに絡まっている。〕 
 
































































































フィートの円を描く。その中央に 1 ハート、あるいは 1.5 ハート〔約







































 攻撃側の選手はボールを打ち返すと、時計回りの順に B,C,D のグン
ファーを走って回る。一つのグンファーに到達する毎に「ランまたは








るべきではない。ランナーが走り終えて A から D のどこかのグンファ





れ 2 度プレイし終えた時点で、得点の多寡で勝敗を決める。 
 


































  幅 10 フィート、長さ 20 フィートほどの左のような図を地面に（図
は省略。6 段の梯子形の長方形の最上部に半円が乗っている）描く。
併せて 7 段あり、各段の高さは 2.5 フィートほどである。最後の段の
高さは各段の 2 から 3 倍あればよい。 































る。3 段目、5 段目そして 7 段目の段内では両足をつけても構わない。
ただし一端、片足跳びになった後は、二度と足をつけることはできな
い。その他の段内では両足をつくことはできない。しかし誰かが他の
段でプレイしているときには、4 段目と 6 段目には一歩も足をつける
ことはできない。つまり誰かが 7 番目でプレイしているとして、その






ようにして片足跳びで 1 段目、2 段目、3 段目に来てもよいし、2 段目
を飛ばしていきなり 3 段目に来ても構わない。3 段目では両足をつい




ない。そして上に書いたのとは逆の方向に 5 段、3 段、そして片足跳






























42. ビー玉遊び〔्लन�ा �ावा गन�ा〕 
この遊びはマハーラーシュトラよりもグジャラート地方でよく遊ばれ























































1. ए�्, ए�्ााजा 2. द�ुच, द�ुच ंाजा, डुबंी राजा  .ित�च, ित�च राजा, ितराणी माजा, 
4. ंव्य, ंंूा �ंडू 5. �पजच, पाां �पडू्ी, पाांी पााडव 6. िछाच , िछाच  दााडू, सयया 
दााडव 7. सीतच, सात सूत्ी 8. ईठच , आठ ऊठ्ी, आठ घर ञल्ी  . ञामञ, दकच गनिल्ी, 
दसमञपाडा 11. अारा लचंच 12. ंारा ंचटच 1 . तचरा लाडी 14. ंौदा माठी 15. पाधरा 
पा्वच 16. सनळच  �ाराजञ 17. सता�र िकल्ी 18. अठा�र गुगुर  1 . गुिणगुञणी ंांा 









































































は 2 番手になるか、もう一度弾かなくてはならなくなる。 
 
43.ボーンワラー、独楽〔भलवरा〕 38 







मनगरी 3 8    モーグリー 










































































































という。仲間内の決め事で、この回数は 5 回だったり 10 回だったりす
る。5，6 人で遊んでいると、合計回数が 40 から 50 回にもなって、独
楽は割れてしまう。グッバーをするときには、左手の拳を背中に回し
て、紐を両耳にかけて両端を前に垂らしておくことになっている。「独
































































































を結ぶ。ा-ग そして ल-ग の長さが ा-ल の長さに等しければ、そのキ
ッナーを 0-0〔कूनय कूनय〕という。ा-ग の長さが ा-ल と同じだが、ल-ग
の長さが指の幅半分(1/2 インチ)長ければ、キッナーは 1-0〔एा कूनय〕
という。ल-ग の長さが ा-ल と同じで、ा-ग の長さが ा-ल よりも指の
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幅半分長ければ、0-1 になる。このように 2-0、0-2、2-1、1-2 など多
くのキッナーができる。凧の安定性はキッナー次第である。ा घ ल の
長さは 3～5 フィートほどである。キッナーを結んだならば घ の所に
糸を結ぶ。そして誰かに凧を持ってもらって風上に向かって遠くに行
かせる。「放せ」と言って凧を両手で高く投げ上げさせる。凧が放れた









































































































































47. スル・パーランビー、もしくはチュンブ・ラクディ 〔ーसुर-पारांी, 6 7 68 

















































ことから、各チームそれぞれ 8 から 10 人ほどメンバーがいる。遊ぶ場
所は縦 100 ヤード、横 75 ヤードの長方形を描く。横のラインから 25







































































































































































































































































る。अ-थ の長さは 150 フィート、अ-ल, ल-छ, छ-ठ, ठ-थ の長さはそれぞれ
25，25，50，50 フィートである。इ-अ-ई と त-थ-द は अ-थ の線と直角に
交わり、長さはそれぞれ 20 フィート及び 100 フィートである。ा-ल-ग
と ं-छ-ज 及び ट-ठ-ड の線は अ-थ と直角に交わり、ा-ग と ं-ज,ं-ज 及び
ट-ड の場所で接する。इ-प-ई の अ を中心として描かれた円の直径は 20
フィートである。उ-म-ऊ の अ を中心として描かれた円の直径は 10 フ
ィートである。 
ルール：（１）両チームのメンバー数は同じでなければならない。4 人














った後イティーが इ-ई-क-ग、ा-ग-ं-ज、ं-ज-ठ-ड または ट-ड-त-द の境界内
に落ちた場合は、それぞれ 1，2，3，4 得点が得られる。イティーがの
ラインを越えて行った場合は、5 点、そしてノーバウンドでこのライ










































                                                  
1�ायाम जाञानक, सा. और �ााका,�ी. रा. रा. द�ा�य �ंतामण मुजुमदार, लाड 1 ्ा. 




3 翻訳は 119 頁から 183 頁にある合計 48 種類の遊びの部分であり、





6 ंारी は本来は山羊のことだが、ここでは羊と同一視されている。 
7 これはヒンディー語であるが、同様の事例が他の遊戯の解説中にも
しばしば見られる。 
8 驚きを表す感嘆詞 अंं の意か。 
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9 ものを叩くときの音の表現 छाप に由来する語か。 
10 立ったまま足首から先に砂を被せて固めた後、そっと足を抜くとス
ズメの巣のような空洞部分ができる。それを言う。 
11 लनपा はスズメの巣の意味。 
12 なぜ ्ागड と言うかは不明。 
13 太陽が黄道十二宮のうち第９の人馬宮から磨羯宮に入る日に行わ
れる祭り。太陽暦でおよそ 1 月 14 日にあたる。 
14 辞書によると、サーガルゴーティー（सागरगनटी マメ科リスノツメ、
学名 Caesalpinia bonduc）を使った遊びの中で、その実を 8 個手につ
かんだ上に、さらに 9 個目をつかむことをアトキーというとあり、そ
れとも関係があるか。म्ारा� कबदानक, eds.Date, Karve, Candorkar, 
Datar, Reprint,Asian Educational Services, New Delhi,1988.（以下、
特に断りのない限り辞書とある場合はいずれも同辞書を参照した。） 
15 辞書によると、डाई はボードゲームの勝ち、もしくは勝ちになる手













20 गुाफा には洞窟、洞穴の意味がある。 
21 辞書には मसुरघनडा の表記で収録されており、子供の遊びの一種とあ
るがなぜ मसुर と言うかについては不明。 
22 िकडी 自体は一般に梯子の意味で用いられる。地面に描く図の形とそ
の遊びの内容から来ていると思われる。 
23 ラックカイガラムシ（学名 Cocoidea）の分泌液 
24 ंदी は穴をいう。 
25 गल्ी は、गल् とも言い、こうした遊びのために地面に掘った縦長の
「穴」を言う。 
26 この動詞はここで紹介された以外に意味はないようである。 





31 「最初」の意を表す。以下 दजू、तीज は助数詞の 2 番目、3 番目をそ
れぞれ指す。 
32 छच् は意味不明。 
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33 数字の１の意味。 
34 いずれも 1 から 20 までを表す数詞、あるいは数詞に続いて記憶を
助けるための単語の組み合わせとなっている。 










金なども मनगरी と言うようである。 
40 本来は「音」の意。 
41 動詞 ाापणच には「切る」「割る」などの意味がある。 
42 アール（軸）が二つある独楽の意。 
43 ハート（्ाथ）は「手」の意。 




47 मराठी कबदानक,दुसरा लाड, म्ारा� राजय साि्हय आिण सासास ती माड्, मुांई, 2010,




49 脚注 42 の辞書にのみこの意味で語彙が採録されている。 
50 辞書にはブーンブーンと音を立てて回る独楽をいうとある。 
51 グジュラート州アーメダバード市では、毎年 1 月 14 日のマカラサ
ンクラーティの日に大規模な世界凧揚げ大会が開かれている。
http://en.wikipedia.org/wiki/International_Kite_Festival_in_Gujar
at_%E2%80%93_Uttarayan（閲覧日 2014 年 12 月 14 日） 
52 ामाञ はアーチ状のものや弓などを指す。 












56 「懸命な努力」などの意味を持つ अटािपटा という語が辞書にはある








                                                                                                                       
ここでは「銘柄」と訳しておいた。 
61 ラン科の薬草植物（学名 Eulophia cametris.）球根を粉にしたもの
で粘り気がある。 
62キンバイザサ科キンバイザサ（学名 Curculigo orchioides） 
63 ヒンディー語では ा�ा。 






67 よく似た意味を持つ語に ाुरगन�ा があるが、ाुर の意味は不明。 
68 पारांी には菩提樹や溶樹の枝からぶら下がる子供の意味が辞書には
見られる。 
69 ्ाडी は木材の意味であるが、ंुां の意味は判然としない。ただし辞
書によれば「飛びかかる」とか「殺到する」などの意味が見られる。 
70 マラーティー語では普通はヴィティー・ダンドゥーिवटी दााडू 
と呼ばれる。ヒンディー語でもグッディー・ダンダー（गुल्ीडाडा）と呼
ばれる遊びである。 
71テルグ語の文法書によれば 1=ओा�ट,2=र�डु, =मुडु, 4=ञा्ुगु, 5=ऐद,ु 6=आर, 
とある。本文では 5 と 6 の順序が逆になっている。तच्ुगु िकाा, शयाम्ा राव, 
िवञीत �ााकञ, 2013.p.70. 
ただし、マハーラーシュトラの公立学校 8 年生用の国語教科書の中で
はカンナダ語の影響と述べられている。�ा.व.ंा.ंनधच,`लचळ गावााड चं', 
मराठी ंा्भारती, इय�ा आठवी,म्ारा� राजय पा पुसता िञिमती व अ यासयम 
साकनधञ माडळ, पुणच,2013,p.79. 
72ハマビシ科バラニテス（学名 Balamites aegyptiaca） 






76 辞書によれば आंा は１を दुं ा は 2 を表すとある。 
